
ポイント

第２部第２章「世界の諸地域」では、どの州の学習でも、「写真で眺める」→自然環境という
順番で展開し、地域的特色を理解するための土台をつくれるようにしています。

⬆p.64-65 ⬆p.66-67

地域を
概観する

地域の特色を
追究する

地域の「地球的課題」
を把握するその州がどのような地域なのかを把握する

本文ページ

学習を
振り返ろう

導入 まとめ

各州の
地球的課題各州の産業 異文化理解が

深まる
各州の

歴史・文化
各州の

自然環境
写真で
眺める

写真で眺める
自然環境、歴史・文化、産業などに関する写真を大きく掲載し、地域的特色を概観
できるようにしています。

自然環境
異文化理解を深める上で基礎・基本となる各州の地形や気候などの自然環境を、
人々の暮らしと関連付けながら、端的に理解できるようにしています。

地形がわかる地図と雨温図から、自然環境
の概要を理解できるようにしています。

高緯度にもかかわらず温暖な気候と、人々の生活や産業を
関連付けながら、自然環境を理解できるようにしています。

【例】第2部第2章第2節「ヨーロッパ州」（p.64-79）

着実に深まる異文化理解「世界の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2

特 色

世界の諸地域の展開例
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歴史・文化を扱うページでは、地域によって異なる暮らしぶりを理解できるようにしています。
産業などを扱うページでは、地域の特色ある事象を取り上げています。

⬆p.68-69 ⬆p.74-75

歴史・文化
日本とは大きく異なる世界各州の人々の暮らしや文化の特色を、歴史的な背景も
踏まえて理解できるようにしています。

産業
地域の特色ある産業などを理解できるようにしています。

節の問いにつながる「国どうしの結びつきの強まり」が
生まれる要因について、ヨーロッパには国を越えた共通
の文化や言語があることを学ぶことで理解できるように
しています。また、移民や難民についての最新情勢に 
ついても触れています。

同縮尺の地図で、比較をしやすく
しています。

写真とキャラクターの発言から、ヨーロッパでは国際分業が行われている
という工業の特色につながる導入にしています。

脱炭素社会に向けた取り組みなど、
各州の最新動向を紹介しています。

ヨーロッパで工業が発達した歴史的背景を
丁寧に解説することで、工業の特色を理解
できるようにしています。

着実に深まる異文化理解「世界の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2

特 色
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本文ページの最終見開きでは、各州に見られる地球的課題とその対策について扱っています。
単元の最後には、全体を振り返り、地域的特色をまとめる「学習を振り返ろう」を
設置しています。

⬆p.76-77 ⬆p.78-79

地球的課題
環境問題など、地球的課題について、各州の具体例をもとに
理解できるようにしています。

学習を振り返ろう
白地図を用いた知識・技能の確認と、思考ツールを
用いた学習内容の整理を行い、最後に「節の問い」に
対する自らの考えをまとめられるようにしています。

異文化理解が
深まる

ロ シ ア に つ い て は コ ラ ム 
「地理プラス」で記述してい
ます。2022年のロシアによ
るウクライナ侵攻以降の情勢
まで解説しています。

左ページでは、白地図を用いながら自
然環境と気候、農業の関連性などを記
述した文章の穴埋めをして、重要用語
の確認ができるようにしています。

右ページでは、思考ツールの「マトリックス」を用
いて「EUの統合による効果」と「EUの統合によっ
て生じた課題」を整理できるようにしています。
表にまとめることで比較がしやすくなり、節の問い

「ヨーロッパ州では、国どうしの結びつきの強まり
によって、地域にどのような影響が生じているのだ
ろうか。」について、自らの考えをまとめられるよ
うにしています。

着実に深まる異文化理解「世界の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2

特 色

ヨーロッパ州では地球的課題のうち「経済格差」について、EU域内で
生じている経済格差の現状を因果関係のわかる本文で解説しています。

また、課題解決のために行われている対策や最新情勢まで解説しています。

詳しくは本資料p.35-36
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ポイント

第３部第３章「日本の諸地域」では、どの地方もイラスト地図→「写真で眺める」という
順番で展開しています。これから学習する地域を概観できるようにしています。

⬆p.199

⬆p.200-201

イラスト地図
地方を概観するイラスト地図を掲載しています。小学校からの橋渡しになるよう、
手描き風の親しみやすい表現にしています。

写真で眺める
各地方の＜注目する視点＞（本資料p.28）に関連する写真を大きく掲載し、地域を
具体的にイメージできるようにしています。また、＜注目する視点＞に関連する
写真を取り上げることで、学習に見通しをもてるようにしています。

特徴的な産業や文化などのイラストを掲載し、
地域の特色を端的に捉えられるようにしています。

【例】第3部第3章第3節「近畿地方」（p.199-216）

農業 産業 歴史

イラスト地図にすることで、大まかな地形の
様子を捉えられるようにしています。

近畿地方では琵琶湖（＝水質保全）や観光地（＝景観保全）などの写真を掲載し、
＜注目する視点＞が「環境保全」であることに着目できるようにしています。

地域を
概観する

地域学習の
基礎

地域的特色を
追究する

発展

未来に
向けて

〈注目する視点〉を通して、生活・文化、産業、
地域の課題などの地域的特色を把握する

国土理解が
深まる

着実に深まる国土理解「日本の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2

特 色

３見開き目～１見開き目 ２見開き目

学習を
振り返ろう

導入 まとめ

各地方の
生活･産業など

各地方で
注目する視点

各地方の
自然環境

イラスト
地図

写真で
眺める

地域の
持続可能な発展

を考える

日本の諸地域の展開

特
色
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１見開き目では、基礎・基本となる、地形や気候などの自然環境を扱っています。
２見開き目では、各地方の＜注目する視点＞と関連の深い地理的事象を扱うことで、
各地方で追究する主題を明確にしています。

⬆p.202-203 ⬆p.204-205

自然環境
自然環境と人々の生活の関わりについて理解できるようにしています。

＜注目する視点＞と関連の深い地理的事象 　［近畿地方の場合：環境保全］

京阪神で暮らす人々の大切な水がめである琵琶湖の水質保全のために、地域の人々
がどのような課題と向き合い、克服してきたのか理解できるようにしています。

自然環境と人々の生活の関わりがわかる記述にしています。

各地方の自然環境の特徴に応じた災害と、
防災への取り組みを解説しています。

節の冒頭に＜注目する視点＞を提示して
います。各地方の学習を、何に注目して
見通すのかがわかるようにしています。

京阪神大都市圏の概要をおさえた上
で、琵琶湖水系について考えられる
展開としています。
多くの人口を支えるために大量の水
が必要だからこそ、琵琶湖の水質保
全が近畿地方の大きな課題のひとつ
であることを理解できるようにして
います。

解説
知識定着を図るための一助として、用語
の「解説」を全53か所に設置しています。

本文に書かれている人々の生活と琵琶湖の関係を、図
版の読み取りを通じて深められるようにしています。

着実に深まる国土理解「日本の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2

特 色
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３見開き目以降は、生活や産業など、各地方の特色ある事象を＜注目する視点＞と関連付け
ながら扱っています。また、その中で人々が地域の課題をどのように克服し、現在の発展に
至ったのかを理解できるようにしています。

⬆p.206-207 ⬆p.208-209

産業① 　［近畿地方の場合：工業＋環境保全］

阪神工業地帯が発展の過程で経験した公害などの課題と、それをどのように
克服したのかを理解できるようにしています。

産業② 　［近畿地方の場合：観光業＋環境保全］

京都・奈良では、歴史的な景観を保全することで観光業が発展した経緯を扱い、
環境（景観）保全が地域の発展に結びつくことを理解できるようにしています。

国内の産業構造の
変化や国際競争な
ど、阪神工業地帯
が直面したさまざ
まな課題と、それ
に対応する中で変
化し続けた経緯を
扱っています。
将来に向けた展望
についても触れて
います。

着実に深まる国土理解「日本の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2

特 色

小・歴・公アイコン
小学校・歴史・公民・他教科との関連

小学校での学習や、他分野・他教科と関連の
ある題材を示し、物事を多面的・多角的に捉
える足がかりとなるようにしています。
また、分野間・教科間でのカリキュラム・ 
マネジメントを実施する指標となるようにし
ています。

NEW

1

2

単元を通した学び 

毎時の学び　

写真で眺める
これから学習する単元の導

どう
入
にゅう
です。写真や地図を読み取る活動

を通して、単元全体の学習内容を見通します。

学習を振り返ろう
単元の振

ふ
り返りです。●❶各章や節の学習内容を地図で整理します。●❷「写

真で眺
なが
める」や学習内容を振り返りながら、章や節の問いに取り組みます。

単元の見通し

本文ページの見通しと振り返り

単元の振り返り

学びを深める工夫

ほかの人とのやりとりを通じて
思考を広げる問いや学習活動

見方・考え方を働かせる場面

小学校、歴
れき
史
し
や公民の学びと関

連する資
し
料
りょう

地図帳を活用する学習活動

資料を読み取る視
し
点
てん
や学習活動

現
げん
地
ち
の人々の「声」

活用する思考ツール

小学校、歴史や公民、
他教科で学ぶ事

じ
項
こう

対話

見方・考え方

小 歴 公

地図帳活用

資料活用

声

思考ツール 巻頭9

小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

教科書を活用した学び方 ここに
QRコード
が入ります

章や節といった内
ない
容
よう
のまとまり（単元）について、単元を貫

つらぬ
く問いを通して学びましょう。

章の問いや節の問いを考えるために必要な知
ち
識
しき
を、本文ページや特

とく
設
せつ
ページを通して習

しゅう
得
とく
していきましょう。

導入
資料

見開きの学習内
ない
容
よう
に

つながる具体事例を
取り上げています。

本文
資料

学習内容を理
り
解
かい
するう

えで重要な事
じ
項
こう
は太字

で表しています。

見開きの学習課題です。
見開き全体の学習内容
を見通します。学習課題

■1 ■2 ■3

本文から重要事項を書き出
すなどの作業を通して、見開
きの学習内容を確

かく
認
にん
します。

自分の言葉で説明する活動
を通して、見開きの学習内容
を振

ふ
り返ります。

確認しよう

説明しよう

■4

■5

5

10

15

↑　由
ゆ

布
ふ

岳
だけ

と観光列車「ななつ星
ぼし

in 九州」（大分県由布市、8月）　1 p.173

由
ゆ

布
ふ

岳
だけ

は火山なんだって！
九州地方は火山が多いのかな？

↑　有
あり

明
あけ

海
かい

の干
ひ

潟
がた

で行われる「鹿
か

島
しま

ガタリ
ンピック」（佐賀県鹿島市、2019 年 6 月） 
　毎年初夏になると開かれる干潟の運動会
で、大人から子どもまで泥

どろ
だらけになって

楽しみます。　

3

p.171

←　宮崎平野のビニールハウス（宮崎県宮崎
市、4月）　
4

p.175

↑　長崎くんち（長崎県長崎市、2016年）　2 p.176

168

写真で眺める

九 州 地 方 福岡

佐賀
大分

熊本長崎

鹿児島

宮崎

沖 縄

11

44

33

22

55

66

77

この節では、写真1～7のような九州地方の様子が、特に「自然環
かん

境
きょう

」の視
し

点
てん

とどのように関係しているのかを
中心に考えていこう。

九州地方の学習を見通そう
ここに
QRコード
が入ります

p.181 の振り返りでは、あなたの考える「写真で眺める九州地方」をつくろう

↑　観光客でにぎわう博
はか

多
た

の屋台（福岡県福岡市、2018年）　博多ではラーメン
や うどん など、小麦を使った食文化が根づいています。　
5

p.175

↑　日本一の生産量を誇
ほこ

る熊本県のトマト（八
やつ

代
しろ

市、12
月）　
6

p.175

見通しスライド

→　美しい魚やサンゴ礁
しょう

がみら
れる南の海（沖縄県、宮

みや

古
こ

島
じま

市
沖、2021年 5月）　

7

p.178

九州地方はすごく
範
はん

囲
い

が広いんだね！
端
はし

から端まで何 km
くらいあるん
だろう？

日
本
の
諸
地
域

　九州
地
方

3
章

169

日
本
の
諸
地
域

　九州
地
方

3
章

節の問いについて、あなたの考えをまとめよう　思考・判断・表現節の振り返り2

↑　自然環
かん

境
きょう

の特
とく

徴
ちょう

に着目して九州地方をまとめた例　2 思考ツール 巻頭9 ウェビング

防災対策

北九州工業地帯の発展 九州の中心都市、福岡市 開発と自然保護の両立

琉球王国アジアとの交流・結びつき

筑紫平野の二毛作

宮崎平野の促成栽培

観光地

火山が多い

温暖な気候

海に囲まれている大陸に近い

梅雨や台風による雨

南西諸島の島々

サンゴ礁

生活や産業への影響など

自然環境の特色

凡例

九州地方の
自然環境

❶❶

振り返り 主体的な学び

●節の問いの解
かい
決
けつ
に向けて主体的に取り組むことが

　□よくできた　□できた　□あまりできなかった
　→よくできた点や改

かい
善
ぜん
したい点などを書き出そう。

●�節の学習を終えて、新たな疑
ぎ
問
もん
や探
たん
究
きゅう
したいこと、深め

たいことなどを書き出そう。

九州地方の自然環
かん

境
きょう

は、人々の生活や産業にど
のような影

えい

響
きょう

を与
あた

えているのだろうか。

 ヒント1 　�九州地方の人々の生活や産業の背
はい
景
けい
となる自

然環境の特
とく
徴
ちょう
は？

 ヒント2 　�自然環境の恩
おん
恵
けい
や課題、これらに対する人々

の生活の工
く
夫
ふう
は？

1節の問い
❶節の問いについて、図でまとめよう
　◆�この節の学習を振

ふ

り返りながら、図2の❶を埋
う

めて、
自然環

かん

境
きょう

の特
とく

徴
ちょう

に着目した九州地方のまとめを完成さ
せよう。

❷節の問いについて、考えを深めよう 
　◆�図2をもとに、九州地方の自然環境が人々の生活や産

業に影響を与えていることが分かる写真と、その写真
を補

ほ

足
そく

するための資
し

料
りょう

（写真やグラフ、地図）を一つず
つ、教科書や地図帳、ウェブサイトなどから選ぼう。

　◆�グループになって、選んだ写真や資料とその理由を発
表し合おう。そして、あなたたちだけの「写真で眺

なが

め
る九州地方（→p.168 ～ 169）」をつくり、地

ち

域
いき

の特色
を示

しめ

すタイトルをつけよう。

❸節の問いを踏
ふ

まえて地域の特色をまとめよう
　◆�図2と❷をもとに、九州地方の特色を文章で簡

かん

単
たん

にま
とめよう。

対話

181

●❷

学んだことを確
たし

かめ、節の学習内
ない

容
よう

を振
ふ

り返ろう　知識 地図帳活用節の振り返り1

節の重要語句

□南西諸島
□カルデラ
□火山
□リアス海岸

□梅雨
□台風
□温泉
□地熱発電所

□シラス台地
□畜産
□二毛作
□促成栽培

□北九州工業地帯
□公害
□集積回路（IC）
□サンゴ礁

１．�A～ Hにあてはまる県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

名と、その県名を答えよう。
２．�ⓐ～ⓓにあてはまる平野名、山名、諸

しょ

島
とう

名を答えよう。
３．�①～⑧にあてはまる語

ご

句
く

を、「節の重要語句」から選んで答えよう。

学習を
振り返ろう

1 節1節（p.167 〜 179）（p.167 〜 179）

九九州州地地方方

九州地方の自然環
か ん

境
きょう

は、人々の生活や産業にどのような影
え い

響
きょう

を与
あ た

えているのだろうか。

1節の問い 人間と自然の関わり（→巻頭 8）見方・考え方

簡単な説明ができた語句にチェックを入れよう。

ⓐ 平野

ⓒ 山地

ⓓ 諸島

D

E

B

A

C

F

G

H

ⓑ 山

� ��km

C  （→p.176）
・ 大陸との貿

ぼう
易
えき
を行う港町として発

はっ
展
てん

・ 九州地方最大の都市

九州の工業（→p.177）
・ 官

かん
営
えい
の八

や
幡
はた
製
せい
鉄
てつ
所
しょ
から、鉄

てっ
鋼
こう
業を

中心とした ④ に発
はっ
展
てん

・ 現
げん
在
ざい
は集積回路（IC）の生産や自動

車産業が盛
さか
ん

・ ⑤ を克
こく
服
ふく
した環境保

ほ
全
ぜん
の取り組

み

ⓑ  山・別
べっ

府
ぷ

周辺（→p.170、 173）
・ 全国有数の ⑥ がいくつもあり、
観光資

し
源
げん
になっている

・ 地熱発電が行われている

宮崎平野（→p.175）
・ 冬でも温

おん
暖
だん
な気候

・ 野菜の ⑦ が盛
さか
ん

ⓓ  諸島（→p.178〜179）
・ 数多くの島々がある
・ 一年中 温

おん
暖
だん
な気候

・ ⑧ の美しい海
・ さとうきび や菊

きく
、パイナッ

プルなどの栽
さい
培
ばい

・ 観光産業などの第 3次産
業が盛

さか
ん

ⓐ  平野（→p.175）
・ 九州有数の穀

こく
物
もつ
の産地

・ 1 年間に 2種類の農作物を栽
さい

培
ばい
する ① が行われてきた

・ 生
せい
鮮
せん
野菜の栽培も盛

さか
ん

シラス台地（→p.174〜 175）
・ 桜

さくら
島
じま
（御
おん
岳
たけ
）などの ② がある

・ ② の噴
ふん
出
しゅつ
物でできた、水を通しやすい土地

・ 野菜や茶などの栽
さい
培
ばい

・ 飼
し
料
りょう
作物の栽培と合わせた ③ が盛

さか
ん

↑　白地図を使ったまとめ1

ここに
QRコード
が入ります

ワークシートなど

180

●❶

九州地方は、地形や気候にどのような特
とく

徴
ちょう

がみられる地
ち

域
いき

なのだ
ろうか。学習課題

5

10

　　　　　　　　　　日本の南西部に位置する九州地方は、九州と
その周

しゅう

囲
い

の島々、さらに九州から台
たい

湾
わん

に向かっ
て連なる南

なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

からなり、南北に長く広がっています。

　九州の中央部には阿
あ

蘇
そ

山
さん

の巨
きょ

大
だい

なカルデラがあり、その南には、

険
けわ

しい九州山地が連なっています。また、西部には雲
うん

仙
ぜん

岳
だけ

、南部に
は桜

さくら

島
じま

（御
おん

岳
たけ

）や霧
きり

島
しま

山
やま

などの火
か

山
ざん

があり、現
げん

在
ざい

も活発に活動してい
て、たびたび噴

ふん

火
か

しています。九州山地を源
げん

流
りゅう

とする筑
ちく

後
ご

川
がわ

や白
しら

川
かわ

の下流には、筑
つく

紫
し

平野や熊本平野が広がっており、佐賀市や熊本市

といった都市があります。

　海岸線に着目すると、九州の北西部はリアス海
かい

岸
がん

となっていて、

その西に大
たい

陸
りく

棚
だな

が広がる海
かい

域
いき

をもつ長崎県は、全国有数の漁
ぎょ

獲
かく

量を

活発な火山と
特色ある海岸線

1 p.1691

解説 2

p.172 p.147 p.146

p.175

p.143

p.143

九九州州地地方方のの
自自然然環環境境1

1 大
おお

隅
すみ

半島より南にある鹿児島県の島々と、
沖縄県の島々の総

そう

称
しょう

です。

2 満
まん

潮
ちょう

時には海面の下になり、干
かん

潮
ちょう

時には海
面上に姿

すがた

を現
あらわ

す、砂
すな

や泥
どろ

が堆
たい

積
せき

してできた低
てい

湿
しっ

地
ち

のことです。

↑　日本に占
し

める九州地方の割
わり

合
あい

4
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１億2592万人

（2022年）〔住民基本台帳 人口・世帯数表、ほか〕

　火山の爆
ばく
発
はつ
や噴

ふん
火
か
による

陥
かん
没
ぼつ
などによってできた大

きな�くぼ地のことです。カ
ルデラを縁

ふち
取
ど
る環

かん
状
じょう
の山々

を外
がい
輪
りん
山
ざん
といい、カルデラ

に水がたまるとカルデラ湖
ができます。阿

あ
蘇
そ
山
さん
のカル

デラは、南北に約25km、
東西に約18kmもあり、世
界最大級です。

解 説 カルデラ

↑　九州地方の自然1
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↑　阿
あ

蘇
そ

山
さん

のカルデラ2

外
輪 山

→　カルデラができる様子3

この くぼんだ地形は、
どうやってできたの
かな？

日本の地形や気候、自然災害（小）　防災（小・歴・公）小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

九州地方1第 節 ここに
QRコード
が入ります

自然環境に注目して
九州地方の自然環

かん

境
きょう

は、人々の生活や産業にど
のような影

えい

響
きょう

を与
あた

えているのだろうか。
1節の問い

170

日
本
の
諸
地
域

　九
州
地
方

3
章

5

10

誇
ほこ

ります。佐賀県の南には、日本最大の干
ひ

潟
がた

をもつ有
あり

明
あけ

海
かい

があり、日

本有数の養
よう

殖
しょく

のり の産地となっています。一方、九州南東部の宮崎

平野では、日
ひゅう

向
が

灘
なだ

に面して直線的な海岸線が続き、野菜栽
さい

培
ばい

のビニー
ルハウスが立ち並

なら

びます。南西諸島には数多くの島があり、サンゴ
礁
しょう

の海など豊
ゆた

かな自然を求めて、多くの観光客が訪
おとず

れる島もあります。

　　　　　　　　　　九州は、暖
だん

流
りゅう

である黒
くろ

潮
しお

と対
つ し ま

馬海流が近くを
流れているため、冬でも比

ひ

較
かく

的温
おん

暖
だん

です。特に、

九州南部では冬に晴天の日が多く、さらに南に位置する南西諸島で
は、冬でも薄

うす

着
ぎ

で過
す

ごせる暖
あたた

かい日もあります。このため毎年 2

月になると、多くのプロ野球や J リーグのチームが九州南部や南西

諸島で、合宿をしながら練習を行っています。一方、夏から秋には、

南の太
たい

平
へい

洋
よう

上から湿
しめ

った季節風が吹
ふ

き、多くの雨が降
ふ

ります。雨は
梅
つ

雨
ゆ

の時期から台
たい

風
ふう

が通
つう

過
か

する時期にかけて特に多く、近年は線
せん

状
じょう

降
こう

水
すい

帯がもたらす豪
ごう

雨
う

により、洪
こう

水
ずい

や土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

が増
ふ

えています。

2 p.168

p.143

p.169、175

p.169、178

温暖で多雨な
気候と自然災害

p.143

7

5

p.144

p.144

3 p.147

九州地方の火山の位置と名
めい
称
しょう
を、

図　や地図帳で確
かく
認
にん
しよう。

九州地方の地形や気候の特
とく
徴
ちょう
を説

明しよう。

確認しよう 1

説明しよう

3 次々と発達した積
せき

乱
らん

雲が上空の風の影
えい

響
きょう

で
帯のように連なったもので、激

はげ

しい雨を長時間
にわたって降

ふ

らせます。

脱
だつ

炭
たん

素
そ

で防
ぼう

災
さい

力も高める熊本市

　2016年の熊本地
じ

震
しん

（→ p.146）で大きな被
ひ

害
がい

を受けた熊本市では、震
しん

災
さい

の教
訓を生かし、持続可

か

能
のう

な、災
さい

害
がい

に強いまちづくりに取り組んでいます。例えば、
熊本城を中心に周遊するバス「しろめぐりん」に電気自動車（EV）を導

どう

入
にゅう

し、
災害時には非

ひ

常
じょう

用の電
でん

源
げん

として活用するしくみを整えました。このEVバスは、
市内のごみ焼

しょう

却
きゃく

施
し

設
せつ

で発電した電気で運行されており、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの温
室効

こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

ゼロを実
じつ

現
げん

しています。ごみ焼却施設で発電した電気は、
市役所や学校などでも利用されているほか、災害時に避

ひ

難
なん

所となる施設の EV
充
じゅう

電
でん

スタンドにも直接送られています。地域の脱炭素化（→p.157）とともに、
災害時にも電気を供

きょう

給
きゅう

できる体
たい

制
せい

の構
こう

築
ちく

が進められています。

未来に未来に
向けて向けて

防 災

←↑　プロ野球チームの春季キャンプの開
かい

催
さい

地（左）と練習を見学する人々（上）（宮
崎県宮崎市、2023年 2月）
5
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（2020年）〔日本野球機構資料、ほか〕

↑　九州地方の主な都市の雨温図7

気

　
温
℃
35
30
25
20
15
10
5
0

－5
－10
－15

降
水
量
mm
500
450
400
350
300
250
200
150
100
50
0

福　岡（福岡）

1 4 7 10 月1 4 7 10 月1 4 7 10 月

宮　崎（宮崎）那　覇（沖縄）
な は

年平均気温　23.3℃
年降水量　2161mm

年平均気温　17.7℃
年降水量　2626mm

年平均気温　17.3℃
年降水量　1687mm

〔理科年表 2023〕

↑　災
さい

害
がい

時に電
でん

源
げん

として利用できる EV バス
「しろめぐりん」（熊本県熊本市、2021年）
6

171

コラム
（→巻頭 6）

学びを深めるさまざまな
コラムがあります。

QRコード
（→巻頭 6）

学びを深めるさまざまなデジタル
コンテンツにつながります。

■1

■2

■3
■4
■5

↑p.168 ～ 169 ↑p.180 ～ 181

巻頭 5

1

2

単元を通した学び 

毎時の学び　

写真で眺める
これから学習する単元の導

どう
入
にゅう
です。写真や地図を読み取る活動

を通して、単元全体の学習内容を見通します。

学習を振り返ろう
単元の振

ふ
り返りです。●❶各章や節の学習内容を地図で整理します。●❷「写

真で眺
なが
める」や学習内容を振り返りながら、章や節の問いに取り組みます。

単元の見通し

本文ページの見通しと振り返り

単元の振り返り

学びを深める工夫

ほかの人とのやりとりを通じて
思考を広げる問いや学習活動

見方・考え方を働かせる場面

小学校、歴
れき
史
し
や公民の学びと関

連する資
し
料
りょう

地図帳を活用する学習活動

資料を読み取る視
し
点
てん
や学習活動

現
げん
地
ち
の人々の「声」

活用する思考ツール

小学校、歴史や公民、
他教科で学ぶ事

じ
項
こう

対話

見方・考え方

小 歴 公

地図帳活用

資料活用

声

思考ツール 巻頭9

小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

教科書を活用した学び方 ここに
QRコード
が入ります

章や節といった内
ない
容
よう
のまとまり（単元）について、単元を貫

つらぬ
く問いを通して学びましょう。

章の問いや節の問いを考えるために必要な知
ち
識
しき
を、本文ページや特

とく
設
せつ
ページを通して習

しゅう
得
とく
していきましょう。

導入
資料

見開きの学習内
ない
容
よう
に

つながる具体事例を
取り上げています。

本文
資料

学習内容を理
り
解
かい
するう

えで重要な事
じ
項
こう
は太字

で表しています。

見開きの学習課題です。
見開き全体の学習内容
を見通します。学習課題

■1 ■2 ■3

本文から重要事項を書き出
すなどの作業を通して、見開
きの学習内容を確

かく
認
にん
します。

自分の言葉で説明する活動
を通して、見開きの学習内容
を振

ふ
り返ります。

確認しよう

説明しよう

■4

■5

5

10

15

↑　由
ゆ

布
ふ

岳
だけ

と観光列車「ななつ星
ぼし

in 九州」（大分県由布市、8月）　1 p.173

由
ゆ

布
ふ

岳
だけ

は火山なんだって！
九州地方は火山が多いのかな？

↑　有
あり

明
あけ

海
かい

の干
ひ

潟
がた

で行われる「鹿
か

島
しま

ガタリ
ンピック」（佐賀県鹿島市、2019 年 6 月） 
　毎年初夏になると開かれる干潟の運動会
で、大人から子どもまで泥

どろ
だらけになって

楽しみます。　

3

p.171

←　宮崎平野のビニールハウス（宮崎県宮崎
市、4月）　
4

p.175

↑　長崎くんち（長崎県長崎市、2016年）　2 p.176

168

写真で眺める

九 州 地 方 福岡

佐賀
大分

熊本長崎

鹿児島

宮崎

沖 縄

11

44

33

22

55

66

77

この節では、写真1～7のような九州地方の様子が、特に「自然環
かん

境
きょう

」の視
し

点
てん

とどのように関係しているのかを
中心に考えていこう。

九州地方の学習を見通そう
ここに
QRコード
が入ります

p.181 の振り返りでは、あなたの考える「写真で眺める九州地方」をつくろう

↑　観光客でにぎわう博
はか

多
た

の屋台（福岡県福岡市、2018年）　博多ではラーメン
や うどん など、小麦を使った食文化が根づいています。　
5

p.175

↑　日本一の生産量を誇
ほこ

る熊本県のトマト（八
やつ

代
しろ

市、12
月）　
6

p.175

見通しスライド

→　美しい魚やサンゴ礁
しょう

がみら
れる南の海（沖縄県、宮

みや

古
こ

島
じま

市
沖、2021年 5月）　

7

p.178

九州地方はすごく
範
はん

囲
い

が広いんだね！
端
はし

から端まで何 km
くらいあるん
だろう？

日
本
の
諸
地
域

　九州
地
方

3
章

169

日
本
の
諸
地
域

　九州
地
方

3
章

節の問いについて、あなたの考えをまとめよう　思考・判断・表現節の振り返り2

↑　自然環
かん

境
きょう

の特
とく

徴
ちょう

に着目して九州地方をまとめた例　2 思考ツール 巻頭9 ウェビング

防災対策

北九州工業地帯の発展 九州の中心都市、福岡市 開発と自然保護の両立

琉球王国アジアとの交流・結びつき

筑紫平野の二毛作

宮崎平野の促成栽培

観光地

火山が多い

温暖な気候

海に囲まれている大陸に近い

梅雨や台風による雨

南西諸島の島々

サンゴ礁

生活や産業への影響など

自然環境の特色

凡例

九州地方の
自然環境

❶❶

振り返り 主体的な学び

●節の問いの解
かい
決
けつ
に向けて主体的に取り組むことが

　□よくできた　□できた　□あまりできなかった
　→よくできた点や改

かい
善
ぜん
したい点などを書き出そう。

●�節の学習を終えて、新たな疑
ぎ
問
もん
や探
たん
究
きゅう
したいこと、深め

たいことなどを書き出そう。

九州地方の自然環
かん

境
きょう

は、人々の生活や産業にど
のような影

えい

響
きょう

を与
あた

えているのだろうか。

 ヒント1 　�九州地方の人々の生活や産業の背
はい
景
けい
となる自

然環境の特
とく
徴
ちょう
は？

 ヒント2 　�自然環境の恩
おん
恵
けい
や課題、これらに対する人々

の生活の工
く
夫
ふう
は？

1節の問い
❶節の問いについて、図でまとめよう
　◆�この節の学習を振

ふ

り返りながら、図2の❶を埋
う

めて、
自然環

かん

境
きょう

の特
とく

徴
ちょう

に着目した九州地方のまとめを完成さ
せよう。

❷節の問いについて、考えを深めよう 
　◆�図2をもとに、九州地方の自然環境が人々の生活や産

業に影響を与えていることが分かる写真と、その写真
を補

ほ

足
そく

するための資
し

料
りょう

（写真やグラフ、地図）を一つず
つ、教科書や地図帳、ウェブサイトなどから選ぼう。

　◆�グループになって、選んだ写真や資料とその理由を発
表し合おう。そして、あなたたちだけの「写真で眺

なが

め
る九州地方（→p.168 ～ 169）」をつくり、地

ち

域
いき

の特色
を示

しめ

すタイトルをつけよう。

❸節の問いを踏
ふ

まえて地域の特色をまとめよう
　◆�図2と❷をもとに、九州地方の特色を文章で簡

かん

単
たん

にま
とめよう。

対話

181

●❷

学んだことを確
たし

かめ、節の学習内
ない

容
よう

を振
ふ

り返ろう　知識 地図帳活用節の振り返り1

節の重要語句

□南西諸島
□カルデラ
□火山
□リアス海岸

□梅雨
□台風
□温泉
□地熱発電所

□シラス台地
□畜産
□二毛作
□促成栽培

□北九州工業地帯
□公害
□集積回路（IC）
□サンゴ礁

１．�A～ Hにあてはまる県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

名と、その県名を答えよう。
２．�ⓐ～ⓓにあてはまる平野名、山名、諸

しょ

島
とう

名を答えよう。
３．�①～⑧にあてはまる語

ご

句
く

を、「節の重要語句」から選んで答えよう。

学習を
振り返ろう

1 節1節（p.167 〜 179）（p.167 〜 179）

九九州州地地方方

九州地方の自然環
か ん

境
きょう

は、人々の生活や産業にどのような影
え い

響
きょう

を与
あ た

えているのだろうか。

1節の問い 人間と自然の関わり（→巻頭 8）見方・考え方

簡単な説明ができた語句にチェックを入れよう。

ⓐ 平野

ⓒ 山地

ⓓ 諸島

D

E

B

A

C

F

G

H

ⓑ 山

� ��km

C  （→p.176）
・ 大陸との貿

ぼう
易
えき
を行う港町として発

はっ
展
てん

・ 九州地方最大の都市

九州の工業（→p.177）
・ 官

かん
営
えい
の八

や
幡
はた
製
せい
鉄
てつ
所
しょ
から、鉄

てっ
鋼
こう
業を

中心とした ④ に発
はっ
展
てん

・ 現
げん
在
ざい
は集積回路（IC）の生産や自動

車産業が盛
さか
ん

・ ⑤ を克
こく
服
ふく
した環境保

ほ
全
ぜん
の取り組

み

ⓑ  山・別
べっ

府
ぷ

周辺（→p.170、 173）
・ 全国有数の ⑥ がいくつもあり、
観光資

し
源
げん
になっている

・ 地熱発電が行われている

宮崎平野（→p.175）
・ 冬でも温

おん
暖
だん
な気候

・ 野菜の ⑦ が盛
さか
ん

ⓓ  諸島（→p.178〜179）
・ 数多くの島々がある
・ 一年中 温

おん
暖
だん
な気候

・ ⑧ の美しい海
・ さとうきび や菊

きく
、パイナッ

プルなどの栽
さい
培
ばい

・ 観光産業などの第 3次産
業が盛

さか
ん

ⓐ  平野（→p.175）
・ 九州有数の穀

こく
物
もつ
の産地

・ 1 年間に 2種類の農作物を栽
さい

培
ばい
する ① が行われてきた

・ 生
せい
鮮
せん
野菜の栽培も盛

さか
ん

シラス台地（→p.174〜 175）
・ 桜

さくら
島
じま
（御
おん
岳
たけ
）などの ② がある

・ ② の噴
ふん
出
しゅつ
物でできた、水を通しやすい土地

・ 野菜や茶などの栽
さい
培
ばい

・ 飼
し
料
りょう
作物の栽培と合わせた ③ が盛

さか
ん

↑　白地図を使ったまとめ1

ここに
QRコード
が入ります

ワークシートなど
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●❶

九州地方は、地形や気候にどのような特
とく

徴
ちょう

がみられる地
ち

域
いき

なのだ
ろうか。学習課題

5

10

　　　　　　　　　　日本の南西部に位置する九州地方は、九州と
その周

しゅう

囲
い

の島々、さらに九州から台
たい

湾
わん

に向かっ
て連なる南

なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

からなり、南北に長く広がっています。

　九州の中央部には阿
あ

蘇
そ

山
さん

の巨
きょ

大
だい

なカルデラがあり、その南には、

険
けわ

しい九州山地が連なっています。また、西部には雲
うん

仙
ぜん

岳
だけ

、南部に
は桜

さくら

島
じま

（御
おん

岳
たけ

）や霧
きり

島
しま

山
やま

などの火
か

山
ざん

があり、現
げん

在
ざい

も活発に活動してい
て、たびたび噴

ふん

火
か

しています。九州山地を源
げん

流
りゅう

とする筑
ちく

後
ご

川
がわ

や白
しら

川
かわ

の下流には、筑
つく

紫
し

平野や熊本平野が広がっており、佐賀市や熊本市

といった都市があります。

　海岸線に着目すると、九州の北西部はリアス海
かい

岸
がん

となっていて、

その西に大
たい

陸
りく

棚
だな

が広がる海
かい

域
いき

をもつ長崎県は、全国有数の漁
ぎょ

獲
かく

量を

活発な火山と
特色ある海岸線

1 p.1691

解説 2

p.172 p.147 p.146

p.175

p.143

p.143

九九州州地地方方のの
自自然然環環境境1

1 大
おお

隅
すみ

半島より南にある鹿児島県の島々と、
沖縄県の島々の総

そう

称
しょう

です。

2 満
まん

潮
ちょう

時には海面の下になり、干
かん

潮
ちょう

時には海
面上に姿

すがた

を現
あらわ

す、砂
すな

や泥
どろ

が堆
たい

積
せき

してできた低
てい

湿
しっ

地
ち

のことです。

↑　日本に占
し

める九州地方の割
わり

合
あい

4

九州
１１.８
％

１１.４
％ ８.７ １７.７ １６.８ ３４.５ ６.８

４.１

北海道
２２.１

東北
１７.７

中部
１７.７８.７

１３.４

中国・四国

関
東
８.６

近
畿面　積

３７�８万km２

人　口
１億2592万人

（2022年）〔住民基本台帳 人口・世帯数表、ほか〕

　火山の爆
ばく
発
はつ
や噴

ふん
火
か
による

陥
かん
没
ぼつ
などによってできた大

きな�くぼ地のことです。カ
ルデラを縁

ふち
取
ど
る環

かん
状
じょう
の山々

を外
がい
輪
りん
山
ざん
といい、カルデラ

に水がたまるとカルデラ湖
ができます。阿

あ
蘇
そ
山
さん
のカル

デラは、南北に約25km、
東西に約18kmもあり、世
界最大級です。

解 説 カルデラ

↑　九州地方の自然1
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せ
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と
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ま
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か
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た
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わ
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宮古島
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石垣島
いしがきじま

尖閣諸島
せんかく

与那国島
よ な ぐにじま

西表島
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↑　阿
あ

蘇
そ

山
さん

のカルデラ2

外
輪 山

→　カルデラができる様子3

この くぼんだ地形は、
どうやってできたの
かな？

日本の地形や気候、自然災害（小）　防災（小・歴・公）小学校⃝歴史⃝公民⃝他教科との関連

九州地方1第 節 ここに
QRコード
が入ります

自然環境に注目して
九州地方の自然環

かん

境
きょう

は、人々の生活や産業にど
のような影

えい

響
きょう

を与
あた

えているのだろうか。
1節の問い
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誇
ほこ

ります。佐賀県の南には、日本最大の干
ひ

潟
がた

をもつ有
あり

明
あけ

海
かい

があり、日

本有数の養
よう

殖
しょく

のり の産地となっています。一方、九州南東部の宮崎

平野では、日
ひゅう

向
が

灘
なだ

に面して直線的な海岸線が続き、野菜栽
さい

培
ばい

のビニー
ルハウスが立ち並

なら

びます。南西諸島には数多くの島があり、サンゴ
礁
しょう

の海など豊
ゆた

かな自然を求めて、多くの観光客が訪
おとず

れる島もあります。

　　　　　　　　　　九州は、暖
だん

流
りゅう

である黒
くろ

潮
しお

と対
つ し ま

馬海流が近くを
流れているため、冬でも比

ひ

較
かく

的温
おん

暖
だん

です。特に、

九州南部では冬に晴天の日が多く、さらに南に位置する南西諸島で
は、冬でも薄

うす

着
ぎ

で過
す

ごせる暖
あたた

かい日もあります。このため毎年 2

月になると、多くのプロ野球や J リーグのチームが九州南部や南西

諸島で、合宿をしながら練習を行っています。一方、夏から秋には、

南の太
たい

平
へい

洋
よう

上から湿
しめ

った季節風が吹
ふ

き、多くの雨が降
ふ

ります。雨は
梅
つ

雨
ゆ

の時期から台
たい

風
ふう

が通
つう

過
か

する時期にかけて特に多く、近年は線
せん

状
じょう

降
こう

水
すい

帯がもたらす豪
ごう

雨
う

により、洪
こう

水
ずい

や土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

が増
ふ

えています。
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温暖で多雨な
気候と自然災害

p.143
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3 p.147

九州地方の火山の位置と名
めい
称
しょう
を、

図　や地図帳で確
かく
認
にん
しよう。

九州地方の地形や気候の特
とく
徴
ちょう
を説

明しよう。

確認しよう 1

説明しよう

3 次々と発達した積
せき

乱
らん

雲が上空の風の影
えい

響
きょう

で
帯のように連なったもので、激

はげ

しい雨を長時間
にわたって降

ふ

らせます。

脱
だつ

炭
たん

素
そ

で防
ぼう

災
さい

力も高める熊本市

　2016年の熊本地
じ

震
しん

（→ p.146）で大きな被
ひ

害
がい

を受けた熊本市では、震
しん

災
さい

の教
訓を生かし、持続可

か

能
のう

な、災
さい

害
がい

に強いまちづくりに取り組んでいます。例えば、
熊本城を中心に周遊するバス「しろめぐりん」に電気自動車（EV）を導

どう

入
にゅう

し、
災害時には非

ひ

常
じょう

用の電
でん

源
げん

として活用するしくみを整えました。このEVバスは、
市内のごみ焼

しょう

却
きゃく

施
し

設
せつ

で発電した電気で運行されており、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの温
室効

こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

ゼロを実
じつ

現
げん

しています。ごみ焼却施設で発電した電気は、
市役所や学校などでも利用されているほか、災害時に避

ひ

難
なん

所となる施設の EV
充
じゅう

電
でん

スタンドにも直接送られています。地域の脱炭素化（→p.157）とともに、
災害時にも電気を供

きょう

給
きゅう

できる体
たい

制
せい

の構
こう

築
ちく

が進められています。

未来に未来に
向けて向けて

防 災

←↑　プロ野球チームの春季キャンプの開
かい

催
さい

地（左）と練習を見学する人々（上）（宮
崎県宮崎市、2023年 2月）
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↑　九州地方の主な都市の雨温図7
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〔理科年表 2023〕

↑　災
さい

害
がい

時に電
でん

源
げん

として利用できる EV バス
「しろめぐりん」（熊本県熊本市、2021年）
6
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コラム
（→巻頭 6）

学びを深めるさまざまな
コラムがあります。

QRコード
（→巻頭 6）

学びを深めるさまざまなデジタル
コンテンツにつながります。

■1

■2

■3
■4
■5

↑p.168 ～ 169 ↑p.180 ～ 181

巻頭 5

ポイント
比較ができる写真　掲載ページ一覧
ページ タイトル

p.199 活発な噴火を続ける西之島
p.494 雨季と乾季のトンレサップ湖の様子
p.521 シェンチェン（深圳）の変化
p.701
p.702

ドイツとポーランドの国境に架かる橋を行き来する人々や車
かつてのドイツとポーランドの国境

p.1121
p.1122

手作業でのコーヒーの実の収穫
大型機械を使ったコーヒーの実の収穫

p.1153 アマゾン川流域の熱帯林の伐採
p.1441
p.1442

「さっぽろ雪まつり」の会場で雪遊びを楽しむ子どもたち
花見を楽しむ人々

ページ タイトル
p.1561 氷河の後退

p.1756 筑紫平野での小麦の収穫と田植えの終わった水田

p.1823 洞海湾の変化

p.2061 大阪湾沿岸の工業地帯の移り変わり

p.2096 2003年と2022年の二年坂の様子

p.2281
p.2282

収穫前の水田
伝統的工芸品 小千谷縮の雪さらし

p.2643 高台に造成された新しい住宅地（三王団地）の移り変わり

同じ場所でも撮影された
時期が違ったり、同じ時期
であっても場所の違ったり
する写真を随所に掲載して
います。複数の写真の比較
から、さまざまな疑問が
生まれるようにしています。

興味・関心を
喚起する写真
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単元の最後には、節の学習を振り返り、地域の特色と節の問いに対する自らの考えを
まとめる「学習を振り返ろう」を設置しています。
節末には「未来に向けて」を設置し、未来の社会をつくる人々の取り組みを紹介しています。

⬆p.212-213 ⬆p.216

学習を振り返ろう
白地図を用いた知識・技能の確認と、思考ツールなどを用いた学習内容の整理を
行い、最後に節の問いに対する自らの考えをまとめられるようにしています。

未来に向けて
各地方の特色となる地理的事象をSDGsと関連
させて追究できるようにしています。

国土理解が
深まる

左ページでは、白地図を用いながら暮らし
や産業などについて記述した文章の穴埋め
をして、重要用語の確認ができるようにし
ています。

右ページでは、近畿地方の略図を用いて環境保全のために
行われている取り組みを整理できるようにしています。
問題が発生した原因と、それに対する取り組みを整理する
ことで、節の問い「近畿地方での環境保全の取り組みは、
人口増加や産業発展のなかで、どのように行われてきたの
だろうか。」について自らの考えをまとめられるようにし
ています。

関連するSDGsのゴールをアイコンで
示しています。

本資料p.24で紹介している「古都京
都・奈良と歴史的景観の保全」の学習
と関連させて、京都の伝統工芸品が地
場産業や先端技術産業に成長して、現
在に受け継がれている背景を記述して
います。

節末「未来に向けて」　掲載ページ一覧（全７か所）
ページ 地方 タイトル テーマ

p.182 九州地方 自然環境の再生から資源循環型社会へ
～工業の発展と公害をいち早く経験した福岡県北九州市～ 環境・エネルギー

p.198 中国・四国地方 通信網を生かした地域おこしの取り組み
～徳島県神山町や上勝町のICT活用～ 情報・技術

p.216 近畿地方 環境につちかわれた産業の発展のために
～地場産業から先端技術を生み出してきた京都の企業～ 伝統・文化

p.232 中部地方 時代の変化に対応する産業の創出
～新たなものづくりに挑戦を続ける浜松市を例に～ 情報・技術

p.248 関東地方 公共交通を活用したまちづくり
～コンパクトシティを目指す栃木県宇都宮市～ 情報・技術

p.264 東北地方 災害からの復興と生活の場の再生
～高台に移転した岩手県宮古市田老地区～ 防災

p.280 北海道地方 多様な文化を大切にする取り組み
～自然と共に生きるアイヌ民族を例に～ 人権・多文化

着実に深まる国土理解「日本の諸地域」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2
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世界と日本の諸地域学習の冒頭には「序説」を設置し、地域的特色を追究する際の視点
（主題）と地球的課題・地域の課題の関係を端的に示しています。

⬆p.45 ⬆p.166

文章だけではわかりにくい、地域の特色と課題の関係について、写真やイラストを用いて
わかりやすく説明しています。

各州における地域を追究する主題と、注目する地球的課題について一覧で示し、
各州でどのような地球的課題を扱っているかが一目でわかるようにしています。

地域に見られる課題には、現在進行している事例だけでなく、課題を克服した事例も含めて 
います。これらの事例を参考にすることで、より具体的に地域の「持続可能な発展」について
考えられるようにしています。

各地方における地域を追究する際に注目する視点と、地域に見られる課題について一覧で示し、
各地方でどのような課題を扱っているかが一目でわかるようにしています。

世界と日本の諸地域学習の「序説」
地域の特色を着実に理解できる地誌の展開2
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